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昭和54年度研究紀要第12号は，すでに昨年12月に刊行されたが， 55年3月で停年退職される
教官がおられるので，さらに追加して「退職教官記念号」を編集することになったのである。
発表希望者が多くなり，予算の定まったl冊の中に盛り きれなかったのであるが，これらのこ
とを考え合せて54年度は 2冊の研究紀要を出すことになったのである。紀要委員の方々は，教
官の研究紀要だけでな く， 学生研究紀要の世話も引きうけて，きわめて繁忙を加えているのに，
さらにもう 1冊を加えることになったので，まことに大変な仕事となった。しかも敢えてこの
企画をされ，その繁雑な仕事を引きうけられたことには，心から敬意と感謝を表明するのであ
る。
本学の研究紀要は，専門の研究論文だけでなく，それぞれの年度における教官諸氏の研究活
動および著しい教育J古動の成果をも広く記録して，本学の歴史として保存しようと努めて来
た。退職記念号を編むのも， 同じ趣旨であり，本学の教育や研究に貢献した教富の功績や風格
を永く伝えるとともに，感謝のしるしとしたい，ということである。
本年度は停年による退官者は3名である。奈良岡健三教授は，昭和48年北海道大学ご退職と
同時に本学に就任され，体育原理，バドミントンなどを担当され， 49年からは保健体育科科長
として，科の経営と短大運営についても重要な役割を果たされた。長い研究歴と円満によって，
本道体育学会の会長として活躍され 本学保健体育科の存在を重からしめたのである。
長瀬米蔵教授は，札幌旭丘高校の校長を ご退職後， 1年の非常勤講師を経て， 46年より
教授， 49年故正井竜士教授の後を受けて，初等教育学科の科長となった。倫理学，道徳教育の
研究および英語を担当。また教職委員長と して，毎年繁雑な仕事をよく消化された。その
ことに当るや，まごとに慎重 ・細心であることは，氏の人格を反映するものとして尊敬を受け
た。
倉島繁教授は，江別市教育委員会教育長の職をご退職後， 49年より勤務された。 20年に近い
師範学校間属小学校教諭，小中高校の校長としての教育経営，教育長としての行政官としての
豊かな経験を土台に，教育実習，教材研究体育，保健体育科教育法などを担当。氏は体育クラ
ブの指導にも自ら当たられるという熱心さで教育への執意そのものであった。
それぞれ独特の個性によって，大きく本学の教育ならびに研究に対して寄与されたことを感
謝するとともに，今後のーそうのご自愛を祈るのである。
